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議
会
基
本
条
例
制
定
を
踏
ま
え

一
問
一
答
方
式
を
試
行

■旧並木東小学校跡地に開設した生涯学習推進センター。高度で専門的な
学習活動を推進・応援し、さまざまな事業を企画・実施しています。



補
正
予
算
に
関
す
る
議
案
は
、
一
般

会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど

計
４
件
で
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

６
億
４
、
４
２
５
万
６
千
円
の
増
額
を

行
っ
た
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
、
８
３
８
億
４
、
２
５
９
万
４
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
市
税
等
過
誤
納
還
付
金
及
び
還
付

加
算
金
追
加
（
再
追
加
分
含
む
）

４
億
６
、
５
０
０
万
円

昨
年
秋
以
降
の
経
済
不
況
の
影
響
で

法
人
市
民
税
に
つ
い
て
減
収
申
告
や
赤

字
決
算
と
な
る
法
人
が
当
初
見
込
み
を

上
回
り
、
最
新
情
報
で
は
さ
ら
に
大
幅

な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
還
付
金

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
事
業

５
０
０
万
円

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
流

行
が
懸
念
さ
れ
、
初
動
対
策
用
物
資
と

し
て
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
等
を
備
蓄

し
て
市
の
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

■
社
会
福
祉
法
人
立
保
育
園
施
設
・

設
備
整
備
費
補
助
事
業

３
、
２
０
７
万
５
千
円

本
年
度
建
設
予
定
の
保
育
園
の
財
源

が
国
の
交
付
金
の
対
象
外
と
な
り
、
代

わ
り
に
県
設
置
の
安
心
こ
ど
も
基
金
の

補
助
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
財
源
変
更

と
と
も
に
補
助
基
準
額
の
引
き
上
げ
に

よ
っ
て
増
額
す
る
も
の
で
す
。

■
物
件
移
転
等
補
償
料７

５
３
万
５
千
円

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
収
集
事
務

所
解
体
・
改
修
工
事
に
伴
い
、
周
辺
住

宅
等
の
事
前
・
事
後
調
査
を
実
施
し
、

壁
や
塀
に
亀
裂
等
の
生
じ
た
所
有
者
に

補
償
料
を
支
払
う
も
の
で
す
。

補
償
し
た
１
件
当
た
り
の
最

高
額
と
最
低
額
は
い
く
ら
か
。

補
償
の
最
高
額
は
１
１
０
万

３
、
５
５
０
円
、
最
低
額
は
８

万
９
、
２
５
０
円
で
あ
る
。

（2）
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今
回
の
議
会
で
は
、
正
副
議
長
選
挙

の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
の
選
任
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
（
10
・
11
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

ま
た
、
監
査
委
員
の
退
職
に
伴
い
、

後
任
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
議
案
２

件
が
提
出
さ
れ
、
小
川
京
子
議
員
（
公

明
党
・
４
期
）
、
中
村
　
太
議
員
（
会

派
「
翔
」
・
２
期
）
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
農
業
委
員
会
委
員
の
辞
任

に
伴
い
、
小
林
澄
子
議
員
（
日
本
共
産

党
・
２
期
）
、
桑
畠
健
也
議
員
（
会
派

「
翔
」
・
２
期
）
、
赤
川
洋
二
議
員

（
民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
・
２
期
）
を

委
員
と
し
て
推
薦
し
ま
し
た
。

666●
６
月
９
日

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

・
常
任
委
員
長
報
告（
特
定

事
件
）

・
提
案
理
由
の
説
明
・
採
決

（
先
議
案
件
）

・
提
案
理
由
の
説
明

・
議
案
の
説
明

・
議
案
質
疑

委
員
会
・
四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

・
市
政
に
対
す
る一般
質
問

本
会
議

月
定
例
会
の
動
き

月
定
例
会
の
動
き

月
定
例
会
の
動
き

●
６
月
11
日

●
６
月
12
日

●
６
月
23
日

●
６
月
24
日

●
６
月
16
〜
19
・
22
日

・
常
任
委
員
長
報
告
・
質
疑

・
討
論
・
採
決

・
追
加
議
案
の
上
程
・
質
疑

 
・
採
決

・
議
員
提
出
議
案
の
上
程
・

 
採
決

平成21年 第２回（６月）定例会

▲東部クリーンセンター収集事務所

第54代議長

秋田　孝
（市民クラブ・３期）

第55代副議長

谷口　桂子
（公明党・３期）

議会の新役員構成を
決定しました

平成21年第２回（６月）定例会は、６月９日か
ら24日までの16日間の会期で開会されました。

本会議初日、議長選挙が行われ、投票の結果、
秋田　孝議員（市民クラブ）が当選し、第54代議
長に就任しました。

続いて副議長選挙が行われ、投票の結果、谷口
桂子議員（公明党）が当選し、第55代副議長に就
任しました。

市民の皆様におかれましては、平素から所沢市
議会に対しまして、深いご理解とご協力を賜り、
厚く御礼を申し上げます。

このたび、第２回定例会におきまして所沢市議
会第54代議長に就任させていただきました。

さて、昨今地方分権の時代と呼ばれて久しく、
地方自治体の役割も大きく変化しております。同
時に、地方議会に対しましても、その機能の強化
や活動の明確化、可視化に向けた改革が強く求め
られております。

こうした流れを受け、所沢市議会では本年２月
26日、第１回定例会におきまして、「所沢市議会基
本条例」の制定を全会一致で可決し、３月３日に
公布、同日施行いたしました。同条例の制定を受
けまして、議員一同、その運用に向け積極的な取
り組みを開始したところです。

私は、議員、執行部をはじめ多くの皆様のご指
導とご協力をいただきながら、議会基本条例はも
とより、地方自治法や会議規則等に則って誠実に
職務を遂行し、クリーンで公平・公正かつ円滑な
議会運営に邁

��

進
��

するとともに、議会が市民の皆様
にとってより身近な機関となりますよう、さらな
る改革を進めてまいりたいと考えております。

結びにあたり、市制施行60周年を来年に控え、
34万市民が笑顔で記念の年を迎えられますよう、
緑豊かで実りある「ふるさと所沢」の創生のため、
より一層努力してまいりますので、市民の皆様の
ご指導、ご鞭

��

撻
��

を賜りますようお願い申し上げ、
就任のごあいさつといたします。

議長就任のあいさつ

を
可
決
し
ま
し
た

件件
1515　

市
長
か
ら
は
、
一
般
会
計
補
正
な
ど
の
予
算
関
係
４
件
、

市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
条
例
関
係
４
件
、
人
事
案
件
４

件
ほ
か
、
計
15
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
基
本
条
例
制
定
後
、
初
の
定
例
会
と
な
り
、

一
般
質
問
に
一
問
一
答
方
式
を
試
行
す
る
な
ど
、
議
会
改
革

に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
一
般
会
計
補
正
な
ど
の
予
算
関
係
４
件
、

市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
条
例
関
係
４
件
、
人
事
案
件
４

件
ほ
か
、
計
15
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
基
本
条
例
制
定
後
、
初
の
定
例
会
と
な
り
、

一
般
質
問
に
一
問
一
答
方
式
を
試
行
す
る
な
ど
、
議
会
改
革

に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
一
般
会
計
補
正
な
ど
の
予
算
関
係
４
件
、

市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
条
例
関
係
４
件
、
人
事
案
件
４

件
ほ
か
、
計
15
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
基
本
条
例
制
定
後
、
初
の
定
例
会
と
な
り
、

一
般
質
問
に
一
問
一
答
方
式
を
試
行
す
る
な
ど
、
議
会
改
革

に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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永年にわたり市政振興に尽力した議
員に対し、全国市議会議長会、埼玉県
市議会議長会より表彰があり、６月定
例会議場で表彰状の伝達がありました。

○表彰された議員（10年在職）
・城下　師子議員　・秋田　孝議員
・浜野　好明議員　・久保田茂男議員
・大� 靖治議員

永年勤続議員表彰

︱
︱
お
も
な
議
案
の
概
要
︱
︱



■
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
費
補
助

事
業
　
　
　
５
、
０
８
８
万
３
千
円

消
防
法
施
行
令
の
改
正
で
、
市
内
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
８
か
所
の
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
就
農
希
望
者
育
て
上
げ
事
業
　

１
、
４
９
２
万
４
千
円

■
観
光
魅
力
Ｐ
Ｒ
事
業
　

９
９
９
万
１
千
円

昨
今
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応
す

る
た
め
に
、
埼
玉
県
は
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
基
金
事
業
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
財
源
と
し
て
、
前
者
で
は
就

農
希
望
者
を
育
て
上
げ
る
事
業
を
農
業

団
体
等
に
委
託
し
、
後
者
で
は
本
市
の

魅
力
を
全
国
に
広
め
る
こ
と
を
目
的
に

所
沢
市
観
光
大
使
で
あ
る
埼
玉
ブ
ロ
ン

コ
ス
に
事
業
委
託
し
、
い
ず
れ
も
雇
用

の
創
出
を
図
る
も
の
で
す
。

埼
玉
ブ
ロ
ン
コ
ス
に
委
託
す

る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果

を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

遠
征
先
で
の
当
市
の
観
光
物

産
の
販
売
を
含
め
、
所
沢
市
の

良
さ
の
Ｐ
Ｒ
、
観
光
面
で
の
知
名
度
や

注
目
度
の
ア
ッ
プ
を
期
待
し
て
い
る
。

「
市
税
条
例
」、「
国
民
健
康
保
険
税

条
例
」、「
手
数
料
条
例
」
ほ
か
、
計
４

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
所
沢
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
　

一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
上

場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
を
分
離
し

て
申
告
で
き
、
上
場
株
式
等
の
配
当
所

得
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
譲
渡
損
失
に

つ
い
て
配
当
所
得
と
の
損
益
通
算
や
繰

越
控
除
が
で
き
る
旨
の
制
度
が
創
設
さ

れ
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

・
佐
藤
徳
一
氏
（
入
間
市
／
新
任
）

■
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
同
意

・
糟
谷
　
守
氏
（
狭
山
市
／
新
任
）

■
市
道
路
線
の
認
定
　
　
　
　
４
路
線

■
市
道
路
線
の
廃
止
　
　
　
　
１
路
線

産
業
廃
棄
物
処
理
業
計
画
書
に
つ
い

て
県
か
ら
照
会
が
あ
り
、「
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
を
少
な
く
し
所
沢
に
き
れ
い
な
空
気

を
取
り
戻
す
た
め
の
条
例
」
に
基
づ
き
、

議
会
の
意
見
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ

れ
、
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
産
業
廃
棄
物
中
間
処
分
業

（
圧
縮
梱
包
施
設
の
新
規
許
可
）
を
行

い
た
い
旨
の
計
画
書
に
対
す
る
も
の
で
、

事
業
計
画
者
は
株
式
会
社
ヤ
ナ
セ
興
業
、

事
業
計
画
地
は
大
字
坂
之
下
若
水
15
番

地
で
す
（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）。

「
基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を
求
め

る
意
見
書
」、「
北
朝
鮮
に
よ
る
地
下
核

実
験
に
対
す
る
政
府
の
厳
格
な
対
応
を

求
め
る
意
見
書
」
の
２
件
の
意
見
書
が

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）。

ま
た
、
「
北
朝
鮮
に
よ
る
地
下
核
実

験
に
断
固
抗
議
す
る
決
議
」
が
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
（
５

ペ
ー
ジ
参
照
）
。
所
沢
市
議
会
で
は
、

同
決
議
を
６
月
24
日
付
け
で
北
朝
鮮
・

金�
�

正�
�
�

日�
�

総
書
記
へ
発
送
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
第
１
回
（
５
月
）
臨
時
会

を
５
月
25
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
は
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
議
案
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
１

件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

■
専
決
処
分
の
承
認

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所

沢
市
税
条
例
の
一
部
改
正
の
必
要
が
生

じ
ま
し
た
が
、
議
会
を
招
集
し
て
議
決

を
経
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
、

専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

■
条
例
の
一
部
改
正

本
年
５
月
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

国
家
公
務
員
の
夏
季
賞
与
を
減
じ
る
国

の
動
向
に
伴
い
、
当
市
の
一
般
職
員
、

常
勤
の
特
別
職
お
よ
び
教
育
長
に
つ
い

て
、
所
沢
市
一
般
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
し
、
こ
れ

に
準
じ
る
措
置
を
行
う
も
の
で
す
。

暫
定
措
置
と
の
こ
と
だ
が
、

今
回
取
り
扱
わ
ず
、
正
式
な
夏

の
勧
告
で
切
り
下
げ
る
場
合
、
12
月
の

支
給
分
で
一
度
に
引
き
下
げ
る
の
か
。

通
年
の
夏
の
勧
告
の
場
合
、

12
月
議
会
で
措
置
し
、
６
月
分

賞
与
も
含
め
て
大
幅
減
額
が
予
測
さ
れ

る
。
今
回
暫
定
的
に
引
き
下
げ
る
こ
と

で
、
職
員
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
ず
に

済
む
印
象
を
持
っ
て
い
る
。
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ところざわ市議会だより 第151号

（７人）（６人）（６人）（４人）（４人）（３人）（２人）（１人）（１人）

【臨時会】所沢市一般職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例制定（「討論」は５ページを参照） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

【定例会】所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

５月臨時会２議案および６月定例会15議案中、
意見が分かれた議案に対する会派の態度

○　賛　成
×　反　対

市
民
ク
ラ
ブ

公　

明　

党

日
本
共
産
党

会
派
「
翔
」

自
由
民
主
党

共　
　
　

生

民　

主　

党

結　
　
　

果

民
主
ネ
ッ
ト

　
　

リ
ベ
ラ
ル

会
派
「
礎
」

討 論討 論討 論
議案に 賛成×反対します議案に賛成×反対します議案に 賛成×反対します
■ 所沢市国民健康保険税条例の一部改正

●反対●
●株を扱う一部の方たちが被る損失
に対して、国保税算定の際に控除
する一連の富裕層優遇の改正であ
る。損益通算の上限はなく、国保
会計への影響も避けられず、負担
は低所得者層の多い国保加入者に
強いられ、認められない。

●賛成●
●今回の改正が富裕層の納税額に有
利に働くことはなく、国保会計に
とって、市にも加入者にも何らマ
イナスの影響はない。改正は申告
分離課税を選択して申告した者に
対し、国保税も課すことができる
仕組みを導入するものである。 

◀
熱
戦
の
相
乗
効
果
に
期
待

7777777777777777777777777

産
業
廃
棄
物
処
理
業

計
画
書
に
係
る
意
見

諮  問

■
総
務
常
任
委
員
会

４
月
13
日
、
定
員
適
正
化
計
画
、
民

間
委
託
化
推
進
計
画
お
よ
び
所
沢
保
健

所
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

５
月
11
日
、
狭
山
市
の
所
沢
保
健
所

分
室
と
川
越
市
保
健
所
を
訪
れ
、
施
設

の
概
要
や
移
転
問
題
、
設
置
の
経
緯
等

の
説
明
の
後
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

５
月
25
日
に
は
、
教
育
福
祉
常
任
委

員
会
と
連
合
審
査
会
を
行
い
、
情
報
交

換
、
保
健
所
移
転
に
つ
い
て
の
経
過
報

告
等
の
後
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

■
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

４
月
15
日
、
藤
沢
市
を
訪
れ
、
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

５
月
８
日
、
同
視
察
を
踏
ま
え
、
総

務
常
任
委
員
会
と
の
連
合
審
査
（
右
記

参
照
）
申
し
入
れ
決
定
後
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
制
度
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

５
月
18
日
に
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

■
建
設
水
道
常
任
委
員
会

５
月
12
日
、
所
沢
駅
周
辺
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
、
街
づ
く
り
条
例
の
見
直

し
、
所
沢
市
建
築
物
耐
震
改
修
促
進
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

■
議
会
運
営
委
員
会

４
月
７
日
、
５
月
８
日
・
18
日
、
６

月
２
日
、
議
会
基
本
条
例
に
関
す
る
事

項
お
よ
び
議
会
運
営
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

可決された意見書
意見書を行政機関等

に提出し、議会として
の意思を表明します。

基地施設周辺の市町村は、基地所在に伴う諸問題の解決
に向けて鋭意努力しているところである。

しかし、基地関係市町村は、世界的な経済危機に伴う大
幅な税収減や、基地所在に伴う特殊な財政需要の増大等に
より大変厳しい財政状況にある。

こうした基地関係市町村に対しては、これまで総務省所
管の固定資産税の代替的性格を基本とした基地交付金及び
米軍資産や住民税の非課税措置等の税財政上の影響を考慮
した調整交付金が交付されている。

また、自衛隊等の行為又は防衛施設の設置・運用により
生ずる障害の防止・軽減のため国の責任において基地周辺
対策事業が実施されている。

基地交付金・調整交付金については、基地所在による特
別の財政需要等にかんがみ、固定資産税の評価替えの翌年
度において、平成元年度より３年ごとに増額されてきてお
り、併せて、防衛省所管の特定防衛施設周辺整備調整交付
金も増額されてきた経緯がある。

よって、国におかれては、基地関係市町村の実情に配慮
して下記事項を実現されるよう強く要望する。
１．基地交付金及び調整交付金については、今年度は固定
資産税の評価替えの年度にあたるため、これまで３年ご
とに増額されている経緯を十分踏まえ、平成22年度予算
において増額するとともに、基地交付金の対象資産を拡
大すること。

２．基地周辺対策経費の所要額を確保するとともに、各事
業の補助対象施設及び範囲を拡大すること。特に、特定
防衛施設周辺整備調整交付金については、これまでの経
緯を踏まえ平成22年度予算において増額すること。

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　防衛大臣

基地対策予算の増額等を求める意見書（要旨）北朝鮮は５月25日、国連安保理決議や六者会合共同声明、
更には日朝平壌宣言に明確に反して、地下核実験を強行し
た。本年４月の弾道ミサイル発射に続くこの暴挙は、我が
国を含む地域の平和と安定を脅かす許しがたいもので、国
際的な核不拡散体制に対する重大かつ深刻な挑戦であり、
被爆国として断じて容認できるものではない。

今、世界においては、核廃絶の新たな機運が高まりつつ
ある。北朝鮮による今回の核実験は、こうした機運にも逆
行するものであり、いかなる口実によっても正当化される
ものではない。（※）

よって、政府は、我が国の安全を確保するべく、北朝鮮
に対して厳しい措置を講ずるとともに、極めて重大な拉致
問題、核、ミサイル等の懸案事項の解決に向けて、国際社
会にさらに厳格な姿勢で働きかけ、積極的な外交を推進さ
れるよう強く要望する。
提出先　内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣

北朝鮮による地下核実験に対する
政府の厳格な対応を求める意見書

北朝鮮による地下核実験に断固抗議する決議

所沢市議会は、1990年６月に「所沢市平和都市宣言に関
する決議」を採択するなど、核兵器の廃絶と世界恒久平和
の実現を訴えてきたことから、国際社会の平和と安定を脅
かす北朝鮮の暴挙に強い憤りと深い憂慮を禁じえない。

よって、所沢市議会は、北朝鮮の核実験実施に断固抗議
するとともに、今後の核実験と核開発を直ちに中止するよ
う強く求めるものである。

以上、決議する。

平成21年６月24日
所 沢 市 議 会

討 論討 論討 論
議案に 賛成×反対 します議案に賛成×反対します議案に 賛成×反対 します

●反対●
●組合との交渉が合意に至っておらず、人
事院の調査も不十分であり、この状況で
の条例改正は望ましくない。

●人事院勧告は内需拡大の景気回復に逆行
し、当市の実情ともかけ離れている。自
治体独自の判断が求められている。

●賛成●
●世界的な金融危機を発端に、民間の夏季
一時金の大幅減少に関する人事院の調査
を受けての特別措置である。民間との均
衡、従来からの人事院勧告尊重、他市の
同様の対応からも妥当な措置である。 

■所沢市一般職員の給与等に
関する条例等の一部改正

「会派の態度」は４ページを参照

平
成
21
年
第
１
回
（
５
月
）
臨
時
会

市
長
提
出
議
案
２
件
を

可
決
し
ま
し
た

（決議文前半は上記意見書※印までと同じ）



議
員

篠
山
公
園
は
上
安
松
の
中
央
部

に
あ
る
面
積
約
１
、
５
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
の
公
園
で
あ
る
。
子
供
同
士
や
親

子
連
れ
な
ど
、
多
く
の
人
々
に
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。
大
規
模
災
害
な
ど
が
起
こ
っ

た
と
き
の
た
め
に
も
、
ト
イ
レ
の
設
置

は
重
要
で
あ
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
い

た
い
。

建
設
部
長

公
園
の
ト
イ
レ
は
、
基
本

的
に
は
遠
く
か
ら
の
利
用
者
が
多
い
公

園
や
、
適
切
な
設
置
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

で
き
る
公
園
等
、
条
件
を
満
た
す
公
園

に
設
置
し
て
い
る
。
し
か
し
、
利
用
マ

ナ
ー
で
生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
衛
生
上
の

問
題
か
ら
、
公
園
周
辺
の
住
民
の
方
々

の
ご
理
解
や
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。
篠
山
公
園
に
つ
い
て

も
諸
条
件
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
検
討
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

議
員

都
市
公
園
法
が
平
成
16
年
度
に

改
正
さ
れ
た
が
、
圧
倒
的
に
少
な
い
街

区
公
園
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、
借

地
公
園
の
制
度
化
で
公
園
整
備
を
促
進

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

建
設
部
長

都
市
公
園
法
の
改
正
は
、

従
来
の
用
地
取
得
方
式
に
加
え
、
無
償

の
借
地
方
式
に
よ
る
都
市
公
園
を
推
進

す
る
も
の
で
あ
る
。
市
は
用
地
を
取
得

す
る
必
要
が
な
く
、
所
有
者
は
土
地
を

手
放
す
こ
と
な
く
維
持
費
を
抑
え
ら
れ

る
な
ど
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
制

度
と
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
財

政
状
況
の
厳
し
い
中
、
地
域
に
公
園
を

確
保
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
借
地
公
園
を
整
備

す
る
た
め
の
設
置
基
準
を
定
め
た
要
綱

作
り
を
進
め
て
い
る
。

議
員

農
地
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る

た
め
、
企
業
参
入
で
き
る
よ
う
に
改
正

す
る
今
回
の
農
地
法
改
正
は
、
所
沢
の

農
業
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

農
業
委
員
会
会
長

改
正
法
案
で
は
、

許
可
権
限
を
有
す
る
農
業
委
員
会
お
よ

び
県
は
、
企
業
参
入
が
地
域
の
営
農
に

支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は

許
可
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
て

い
る
。
ま
た
、
勧
告
や
許
可
の
取
り
消

し
の
権
限
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
参
入

企
業
か
ら
は
、
毎
年
農
地
の
利
用
状
況

に
関
し
て
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
今
後
は
政
省
令
の
整
備
が
進
ん

で
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
農
業
委
員
会

系
統
組
織
の
要
望
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

現
場
か
ら
の
意
見
を
く
み
上
げ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員

北
野
最
終
処
理
施
設
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
は
、
平
成
19
年
に
埋
め

立
て
が
終
了
し
て
い
る
が
、
廃
止
へ
の

見
通
し
に
つ
い
て
今
後
ど
の
く
ら
い
の

期
間
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長

平
成
20
年
度
か

ら
、
埋
立
地
の
安
定
化
状
況
を
調
査
す

る
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
開
始

し
た
。
そ
の
結
果
、
埋
立
地
内
の
浸
出

水
の
水
質
は
廃
止
基
準
を
満
た
し
て
い

る
も
の
の
、
埋
立
地
か
ら
発
生
す
る
ガ

ス
濃
度
お
よ
び
ガ
ス
量
が
、
廃
止
基
準

を
超
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

廃
止
基
準
を
満
た
す
ま
で
の
少
な
く
と

も
２
年
間
は
廃
止
で
き
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

議
員

一
日
も
早
い
完
成
を
願
う
声
の

多
い
、
飯
能
所
沢
線
２
工
区
お
よ
び
県

道
所
沢
・
武
蔵
村
山
・
立
川
線
の
通
称

「
岩
崎
ガ
ー
ド
」
の
工
事
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

建
設
部
長

飯
能
所
沢
線
の
２
工
区
は
、

事
業
施
工
者
で
あ
る
川
越
県
土
整
備
事

務
所
に
よ
る
と
、
用
地
買
収
率
は
本
年

３
月
末
現
在
で
約
93
パ
ー
セ
ン
ト
、
工

事
進
捗
率
に
つ
い
て
は
約
39
パ
ー
セ
ン

ト
と
の
こ
と
で
あ
る
。
岩
崎
ガ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
ガ
ー
ド
の
架

け
替
え
工
事
を
完
成
さ
せ
、
現
在
は
道

路
整
備
お
よ
び
水
道
・
下
水
道
等
の
埋

設
管
の
移
設
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

岩
崎
ガ
ー
ド
は
、
予
定
よ
り
も
１
年
早

く
、
平
成
21
年
度
末
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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議
員

市
立
富
岡
保
育
園
の
園
舎
は
、

昭
和
40
年
に
建
設
さ
れ
、
耐
震
補
強
も

な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
今
後
建
て

替
え
る
予
定
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
建

て
替
え
る
と
し
た
ら
何
年
後
か
。

市
長

園
児
や
保
護
者
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
と
思

う
。
富
岡
保
育
園
は
、
今
年
度
実
施
す

る
耐
震
診
断
の
対
象
の
一
つ
で
あ
る
。

年
内
に
は
診
断
結
果
が
出
る
予
定
な
の

で
、
結
果
に
応
じ
て
建
て
替
え
、
あ
る

い
は
耐
震
工
事
等
、
必
要
な
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

議
員

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
は
年
収

お
お
む
ね
３
６
５
万
円
未
満
の
母
子
家

庭
を
対
象
に
、
所
得
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
て
い
る
が
、
父
子
家
庭
に
は
支
給
さ

れ
な
い
。
し
か
し
、
昨
今
の
不
況
で
父

子
家
庭
の
経
済
状
況
も
悪
化
し
て
い
る
。

父
子
家
庭
に
対
し
独
自
の
手
当
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
所
沢
も
同

様
の
支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
未
来
部
長

国
に
お
い
て
、
少

子
化
対
策
担
当
大
臣
が
「
児
童
扶
養
手

当
の
一
律
適
用
除
外
を
見
直
す
べ
き
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の

進
展
が
見
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

近
隣
市
の
状
況
等
も
見
極
め
な
が
ら
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

所
沢
市
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ず
に
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
方
々

に
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長
　
在
宅
で
介
護
さ
れ
て

い
る
方
々
に
は
、
大
変
な
苦
労
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
受

け
、
負
担
軽
減
の
た
め
の
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
る
。
ま
た
、
要
介

護
４
ま
た
は
５
の
状
態
が
６
か
月
以
上

継
続
し
て
い
る
高
齢
者
を
常
時
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、「
ね
た
き

り
老
人
介
護
者
手
当
」
を
支
給
し
て
い

る
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
に
努
め
た
い
。

議
員

細
菌
性
髄
膜
炎
は
、
幼
児
に
と

っ
て
恐
ろ
し
い
病
気
で
あ
り
、
予
防
接

種
と
し
て
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
。
日

本
で
は
昨
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
が
国
は

ま
だ
定
期
接
種
に
し
て
い
な
い
。
本
市

で
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
助
成

制
度
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長

国
の
検
討
会
に
お
い

て
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
、
供
給

量
な
ど
に
つ
い
て
十
分
調
査
を
す
べ
き

と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
る
と
現
段
階
で
の
助
成
は
時
期

尚
早
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
国
の

動
向
に
よ
り
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

議
員

高
齢
者
世
帯
が
増
加
す
る
中
、

当
市
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
が
３
、
５
０
０
人
ほ
ど
い
る
。
ま
た
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
施
設
に
入
れ
な
い

人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
居
待
機
者
解
消
の
た
め
の

施
設
整
備
や
低
所
得
者
の
高
齢
者
も
入

所
で
き
る
施
設
の
整
備
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長

今
年
度
か
ら
「
第
４
期
所
沢
市

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
策
定
し
、
施
設
整
備
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
が
不
安
な

高
齢
者
や
低
所
得
な
ど
の
理
由
で
生
活

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
に
は
、
比
較
的

低
額
な
料
金
で
入
居
が
可
能
な
ケ
ア
ハ

ウ
ス
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
高
齢

者
の
居
住
の
安
定
を
図
っ
て
い
る
。

議
員

今
年
度
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度

の
改
正
に
つ
い
て
、
障
害
の
あ
る
方
や

ご
家
族
か
ら
再
検
討
を
求
め
る
声
が
多

く
届
い
て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
見

直
し
を
進
め
る
の
か
、
時
期
と
方
向
性

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長

夏
ご
ろ
を
め
ど
に
見

直
し
を
実
施
し
た
い
。
ま
た
、
今
回
の

改
正
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
た

方
を
中
心
に
、
タ
ク
シ
ー
券
を
追
加
配

付
し
、
大
型
車
や
寝
台
車
利
用
券
の
一

般
タ
ク
シ
ー
券
へ
の
統
合
に
つ
い
て
も

見
直
し
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

（6）

ところざわ市議会だより

質

問

者

▲のどかな時間の流れる篠山公園（上安松）

▲西武狭山線の通称岩崎ガード（山口）

福
祉
・
医
療

福
祉
・
医
療

福
祉
・
医
療

富
岡
保
育
園
の

早
期
建
て
替
え
を

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル

石
本
亮
三

質

問

者
日
本
共
産
党
　
菅
原
恵
子

質

問

者

福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度

今
後
の
方
向
性
は
？

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル

末
吉
美
帆
子

質

問

者

篠
山
公
園
に

ト
イ
レ
の
設
置
を
！

民
主
党
　
水
村
篤
弘

質

問

者

公
園
を
増
や
す
た
め

借
地
公
園
の
制
度
化
を

日
本
共
産
党
　
荒
川
　
広

質

問

者

在
宅
介
護
を
し
て
い
る

方
へ
の
支
援
策
は

会
派
「
翔
」
　
安
田
義
広

質

問

者

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
制
度
を
！

日
本
共
産
党
　
平
井
明
美

質

問

者

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る

施
設
整
備
を

日
本
共
産
党
　
城
下
師
子

質

問

者

飯
能
所
沢
線
と
岩
崎
ガ
ー
ド
の

進
捗
状
況
は
？

市
民
ク
ラ
ブ
　
久
保
田
茂
男

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

父
子
家
庭
に
も

児
童
手
当
の
支
給
を
！

一一
般
質
問

般
質
問

市
政
に
対
す
る

6月定例会では、25人
が一般質問を行いました。

質問は各議員の多くの
質問項目中１項目だけが
掲載されています。

▲現在の富岡保育園（下富）

▲福祉タクシー利用券

質

問

者

農
地
法
の
改
正
が

所
沢
の
農
業
に
及
ぼ
す
影
響
は
？

日
本
共
産
党
　
矢
作
い
づ
み

質

問

者

北
野
最
終
処
分
場
の

廃
止
へ
の
見
通
し
は
？

会
派
「
翔
」
　
高
田
昌
彦



議
員

平
成
20
年
度
決
算
か
ら
本
格
導

入
さ
れ
る
公
会
計
に
よ
っ
て
、
現
実
的

に
所
沢
市
の
売
却
可
能
資
産
額
が
明
ら

か
に
な
る
。
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は

資
産
の
有
効
活
用
で
３
億
円
の
財
源
が

生
み
出
せ
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
根
拠

を
伺
い
た
い
。

市
長

行
政
改
革
の
断
行
に
よ
っ
て
歳

出
削
減
を
図
る
も
の
と
、
市
有
財
産
の

利
活
用
に
よ
る
歳
入
確
保
を
も
と
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
歳
入
確
保
に
つ
い
て

は
、
現
在
市
有
財
産
全
体
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
た
め
、
今
後
活

用
策
を
示
し
て
い
け
る
と
思
う
。

議
員

現
在
の
総
合
計
画
で
あ
る
第
４

次
総
合
計
画
の
計
画
期
間
が
来
年
度
で

切
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
よ
り
第
５
次

総
合
計
画
の
策
定
作
業
が
始
ま
っ
て
い

る
。
現
総
合
計
画
の
実
行
に
関
し
、
ど

の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
の
か
。

総
合
政
策
部
長

現
総
合
計
画
に
は
、

後
期
基
本
計
画
の
終
了
年
度
で
あ
る
平

成
22
年
度
の
目
標
値
を
施
策
ご
と
に
示

し
て
あ
る
。
目
標
値
に
対
す
る
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
80
パ
ー
セ
ン

ト
が
目
標
値
の
８
割
に
達
し
て
い
る
た

め
、
全
体
と
し
て
は
お
お
む
ね
順
調
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
敷

地
内
へ
は
正
門
か
ら
出
入
り
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
正
門
前
の
道
路
に
は
中
央

分
離
帯
が
あ
り
、
車
で
利
用
す
る
場
合

Ｕ
タ
ー
ン
す
る
必
要
が
出
て
く
る
た
め

不
便
で
あ
る
。
敷
地
東
側
の
県
道
に
面

す
る
「
東
門
」
は
現
在
閉
鎖
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
開
放
で
き
な
い
か
。

教
育
長

現
時
点
で
は
、
施
設
管
理
の

面
か
ら
考
え
、「
正
門
」
の
み
を
開
放
し

て
い
る
。「
東
門
」
を
開
放
で
き
る
よ
う
、

県
道
を
所
管
す
る
川
越
県
土
整
備
事
務

所
や
所
沢
警
察
署
と
も
協
議
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

議
員

旧
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
現

在
中
央
公
民
館
と
し
て
多
く
の
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
平
成
22
年
２
月
に

元
町
に
移
転
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

現
在
の
施
設
を
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
推
進
す
る
「
貸
し
施
設
」
と
し
て
検

討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長

利
用
者
か
ら
は
、
現
在
の
施
設

の
継
続
的
な
利
用
に
つ
い
て
ご
要
望
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
し
か
し
教
育
以
外

の
目
的
で
活
用
す
る
場
合
は
、
教
育
委

員
会
に
諮
り
、
教
育
用
財
産
か
ら
用
途

変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、「
貸

し
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
市
有
財
産
の

有
効
活
用
を
図
る
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
、
市
有
地
等
取
得
利
用
検
討
委
員
会

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

大
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
を
解
消
す

る
際
に
は
、
子
ど
も
た
ち
・
保
護
者
の

声
を
よ
く
聞
き
、
事
業
者
の
選
定
に
つ

い
て
は
公
募
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長

児
童
数
が
70
人
を
超
え
る
大
規

模
児
童
ク
ラ
ブ
の
解
消
に
は
、
児
童
の

健
全
育
成
の
観
点
か
ら
、
現
在
、
重
点

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
基
本

的
に
は
新
た
に
児
童
ク
ラ
ブ
を
建
設
し
、

分
散
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

運
営
を
委
託
す
る
事
業
者
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
に
準
じ
た
形
で

選
定
し
た
い
。

議
員

小
学
校
か
ら
中
学
校
に
進
む
と

環
境
が
変
わ
り
、
不
登
校
や
い
じ
め
に

発
展
す
る
原
因
と
な
る
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。
三
鷹
市

は
既
に
市
内
の
全
小
中
学
校
が
小
中
一

貫
校
に
再
編
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
導

入
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長

教
育
委
員
会
よ
り
「
小
中
一

貫
教
育
」
の
良
さ
を
生
か
し
た
研
究
報

告
を
受
け
、
市
内
各
校
に
お
い
て
教
職

員
の
合
同
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
学
習
習

慣
づ
く
り
や
規
律
あ
る
態
度
の
育
成
に

つ
い
て
、
共
通
の
取
り
組
み
を
検
討
し
、

実
践
を
進
め
て
い
る
。

議
員

今
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
生
涯

学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
３
階
に
、「
ふ
る

さ
と
研
究
エ
リ
ア
」
が
で
き
た
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
は
、
市
の
歴
史
・
文
化
の
普

及
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
す
の
か
。

教
育
長

ふ
る
さ
と
研
究
エ
リ
ア
に
は

企
画
展
示
室
、
常
設
展
示
室
、
閲
覧
学

習
室
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ふ
る
さ
と
研

究
活
動
の
拠
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

「
ふ
る
さ
と
研
究
活
動
」
は
、「
ふ
る
さ

と
所
沢
」
の
自
然
、
歴
史
、
芸
術
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
調
査
・
研
究
を
深

め
て
、
そ
の
成
果
を
展
示
、
学
習
会
、

印
刷
物
と
し
て
活
用
し
、
市
民
の
生
涯

学
習
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
員

実
社
会
や
学
校
生
活
に
な
じ
め

な
い
青
少
年
の
「
居
場
所
づ
く
り
」
の

可
能
性
、
方
向
性
に
つ
い
て
、
市
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

こ
ど
も
未
来
部
長

現
在
、
所
沢
市
に

は
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
非
行

防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
う
青
少
年
団
体
が
い
く
つ
か
あ

る
。
こ
れ
ら
の
関
係
団
体
同
士
の
連
携

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
密
に
す
る
こ
と
で
、

多
様
化
す
る
青
少
年
問
題
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。
所
沢
警
察
署
な
ど
の
関
連

官
公
庁
と
も
密
接
に
連
携
し
、
実
生
活

や
学
校
生
活
に
な
じ
め
な
い
青
少
年
へ

の
支
援
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。
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議
員

事
業
系
ご
み
の
比
率
の
高
さ
や

他
市
か
ら
流
入
し
て
く
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
事
業
系
ご
み
の
減
量
策
を
最

優
先
せ
ず
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
混
合

焼
却
実
証
試
験
を
行
っ
た
政
策
判
断
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

事
業
系
ご
み
の
減
量
施
策
に
つ

い
て
は
、
検
討
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

本
年
４
月
ま
で
に
13
回
会
議
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
要
綱

に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、
ま
た
手
数

料
に
つ
い
て
も
審
議
会
で
審
議
す
る
予

定
で
あ
る
。
今
後
も
、
基
本
的
な
方
針

は
、
発
生
・
排
出
抑
制
、
再
使
用
、
再

生
利
用
、
熱
回
収
、
適
正
処
分
の
順
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

市
長
の
平
成
21
年
度
の
施
政
方

針
で
示
さ
れ
た
、
安
全
・
安
心
な
所
沢

を
作
る
た
め
の
防
犯
ま
ち
づ
く
り
推
進

条
例
の
制
定
に
向
け
た
検
討
が
始
ま
っ

て
い
る
。
条
例
制
定
に
向
け
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
制
定
過
程
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

危
機
管
理
担
当
理
事

今
年
２
月
に
第

１
回
条
例
策
定
検
討
委
員
会
を
開
催
し

た
。
今
後
は
、
７
月
に
「
条
例
の
骨
子

に
つ
い
て
」、
９
月
に
「
骨
子
に
対
す
る

市
等
へ
の
相
談
状
況
等
の
把
握
」、
11

月
以
降
に
条
例
（
案
）
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
来
年
２
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
準
備
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員

本
年
４
月
に
発
表
さ
れ
た
「
経

済
危
機
対
策
」
に
よ
る
と
、
緊
急
的
な

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
事
業
の
前
倒
し

執
行
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
本
市
で

も
、
公
共
事
業
の
早
期
、
前
倒
し
発
注

を
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

市
長

市
内
の
建
設
業
者
の
育
成
を
図

り
、
そ
し
て
景
気
対
策
、
雇
用
対
策
の

観
点
か
ら
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
、
現
在
、
全
庁
的
に
工
事
の
早

期
発
注
、
前
倒
し
発
注
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員

所
沢
市
の
防
災
行
政
無
線
が
市

内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
は
、
ス

ピ
ー
カ
ー
が
あ
と
１
７
０
本
程
必
要
で

あ
る
。
不
足
分
を
補
う
と
す
る
と
、
多

額
の
費
用
を
か
け
て
子
局
を
増
設
す
る

よ
り
も
、
実
用
性
の
あ
る
防
災
ラ
ジ
オ

の
導
入
の
ほ
う
が
適
切
で
は
な
い
か
。

危
機
管
理
担
当
理
事

防
災
行
政
無
線

に
つ
い
て
は
、
聞
こ
え
な
い
地
区
が
広

範
囲
に
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

一
方
、
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
電
波
状
況
に

も
よ
る
が
、
家
の
中
で
聞
く
こ
と
が
で

き
、
雨
戸
を
閉
め
て
い
た
り
、
外
が
騒

が
し
か
っ
た
り
す
る
状
況
で
も
確
認
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

地
方
財
政
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

創
設
さ
れ
た
「
地
域
活
性
化
・
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
」
が
所
沢
市
に
も

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
こ

れ
を
積
極
的
に
活
用
し
、
経
済
危
機
対

策
に
よ
り
追
加
さ
れ
る
公
共
事
業
な
ど

に
速
や
か
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
果
断
な

対
応
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長

今
後
、
埼
玉
県
に
実
施
計
画
の

提
出
を
行
う
も
の
だ
が
、
５
月
に
各
課

で
要
望
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
を
も
と

に
、
事
業
の
緊
急
性
・
重
要
性
を
勘
案

し
て
、
優
先
順
位
を
付
け
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
い
る
。

議
員

埼
玉
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
24
年
ま
で
に
所
沢
、

入
間
、
狭
山
、
飯
能
、
日
高
の
５
市
で

消
防
の
合
併
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
５

市
に
よ
る
枠
組
み
の
消
防
広
域
化
に
よ

る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

消
防
長

消
防
を
広
域
化
す
る
こ
と
で

複
数
あ
っ
た
消
防
本
部
が
一
つ
に
な
る

と
、
組
織
・
人
員
の
効
率
化
が
図
れ
、

現
場
の
対
応
要
員
の
増
加
、
職
員
の
専

門
化
、
経
費
の
節
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。
考
え
ら
れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
い

く
つ
か
あ
る
が
、
地
域
性
の
違
う
山
間

部
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
精

査
す
る
べ
き
課
題
を
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。
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質

問

者

事
業
系
ご
み
の
減
量
策
を

優
先
し
な
か
っ
た
わ
け
は
？

共
生
　
脇
　
晴
代

質

問

者

公
会
計
制
度
導
入
で

創
出
さ
れ
る
財
源
の
根
拠
は
？

会
派
「
翔
」
　
桑
畠
健
也

質

問

者

現
行
の
総
合
計
画
に
対
す
る

現
時
点
の
評
価
は

会
派
「
翔
」
　
中
村
　
太

質

問

者

セ
ン
タ
ー
東
門
の
開
放
で

出
入
り
を
便
利
に

市
民
ク
ラ
ブ
　
杉
田
忠
彦

質

問

者

防
災
行
政
無
線
よ
り
も

防
災
ラ
ジ
オ
の
充
実
を

市
民
ク
ラ
ブ
　
島
村
省
吾

質

問

者

大
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
の
解
消

事
業
者
の
選
定
は

日
本
共
産
党
　
小
林
澄
子

質

問

者

青
少
年
の
居
場
所
作
り
の

方
向
性
は

自
由
民
主
党
　
石
井
　
弘

質

問

者

旧
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

貸
し
施
設
に

公
明
党
　
福
原
浩
昭

質

問

者

小
中
一
貫
校
の
導
入
で

子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を

公
明
党
　
西
沢
一
郎

質

問

者

公
共
事
業
の

早
期
・
前
倒
し
発
注
を
！

市
民
ク
ラ
ブ
　
荻
野
泰
男

質

問

者

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
の

積
極
的
活
用
を

公
明
党
　
吉
村
健
一

質

問

者

消
防
の
広
域
化
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

市
民
ク
ラ
ブ
　
大
石
健
一

質

問

者

（
仮
称
）
防
犯
ま
ち
づ
く
り

推
進
条
例
の
制
定
に
向
け
て

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　
赤
川
洋
二

質

問

者

ふ
る
さ
と
研
究
エ
リ
ア
が

果
た
す
役
割
は

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　
浅
野
美
恵
子

行
政
・
財
政

行
政
・
財
政

行
政
・
財
政

▲中央公民館（旧生涯学習センター：泉町） ▲運搬中の廃プラスチック類混合残さ

▲市内中学校の防災行政無線（けやき台）

教教
育
・
文
育
・
文
化化

教
育
・
文
化
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議席のようす
（数字は議席番号。ただし、10番、29番は欠員。）

議長席議長席議長席
演壇演壇演壇

執行部執行部執行部

313131
323232

333333
212121

222222
232323 111111

111
121212

222
131313

333

444
555666

777
888999191919

181818
202020

282828
303030

141414
151515

161616171717

242424
252525

262626
272727

343434
353535

363636

議
席
番
号

●項目の見方

会　　派
氏名・当選回数
住　　所
電　　話

執行部執行部執行部

◆ 議会の構成／委員会 ◆

総務常任委員会

議 員 の 紹 介 議 員 の 紹 介

9

11

1

5

12

2

6

13

3

7

14

4

8

15

◎：委員長　○：副委員長

◎島村　省吾　○吉村　健一
荒川　　広　　末吉美帆子
中村　　太　　村上　　浩
岡田　静佳　　浜野　好明

教育福祉常任委員会
小・中学校の教育、公民館、図書館、福
祉、保健、医療等に関することを審査し
ます。

◎浅野美恵子　○杉田　忠彦
菅原　恵子　　平井　明美
桑畠　健也　　福原　浩昭
小川　京子　　久保田茂男
大� 靖治

市民環境常任委員会
環境対策、ごみ対策、リサイクル、商業、
農業、交通、国保年金等に関することを
審査します。

◎矢作いづみ　○石井　　弘
脇　　晴代　　城下　師子
大石　健一　　石本　亮三
高田　昌彦　　村田　哲一
西沢　一郎

公 明 党

西
にし

沢
ざわ

一
いち

郎
ろう

①
三ヶ島5ｰ2058ｰ10
04（2947）6991

民 主 党

水
みず

村
むら

篤
あつ

弘
ひろ

②
上安松864ｰ4
04（2993）0080

民主ネットリベラル

石
いし

本
もと

亮
りょう

三
ぞう

①
下富1209ｰ16
04（2942）9688

日本共産党

城
しろ

下
した

師
のり

子
こ

③
中富南4ｰ28ｰ2ｰ208
04（2942）9456

日本共産党

矢
や

作
さく

いづみ②
中富南2ｰ14ｰ12
04（2943）3633

市民クラブ

秋
あき

田
た

孝
たかし

③
旭町12ｰ15
04（2993）4622

会派「翔」

安
やす

田
だ

義
よし

広
ひろ

②
上安松521ｰ1
04（2995）4446

会派「翔」

高
たか

田
だ

昌
まさ

彦
ひこ

②
中新井4ｰ9ｰ7
04（2942）3413

公 明 党

福
ふく

原
はら

浩
ひろ

昭
あ き

①
東狭山ヶ丘6ｰ2800ｰ5
04（2922）6973

公 明 党

村
むら

上
かみ

浩
ひろし

②
上新井184ｰ16
04（2928）5264

公 明 党

吉
よし

村
むら

健
けん

一
いち

①
上安松1279ｰ5
04（2993）0028

公 明 党

谷
たに

口
ぐち

桂
けい

子
こ

③
上新井965ｰ14
04（2928）0752

市民クラブ

岡
おか

田
だ

静
しず

佳
か

②
小手指町1ｰ23ｰ6ｰ205
04（2921）7533

常 　 任 　 委 　 員 　 会
議会運営委員会

議会の運営に関する事項、議会の会議規則、
委員会に関する条例等、議長の諮問に関す
る事項を調査します。

議会報・図書室委員会

市議会だよりの発行、議会図書室の管理・運
営を行います。

◎水村　篤弘　○石井　　弘
菅原　恵子　　荻野　泰男
末吉美帆子　　大石　健一
吉村　健一　　高田　昌彦
浅野美恵子

建設水道常任委員会
道路、都市計画、市営住宅、再開発、区画整
理、公園、上下水道等に関することを審査し
ます。

◎安田　義広　○荻野　泰男
松本　元伸　　小林　澄子
水村　篤弘　　赤川　洋二
秋田　　孝　　谷口　桂子

常 任 委 員 会

18 25

32

19 26

33

20 27

34

21 28

35

22

36

公 明 党

小
お

川
がわ

京
きょう

子
こ

④
東所沢2ｰ5ｰ6
04（2945）2161

日本共産党

小
こ

林
ばやし

澄
すみ

子
こ

②
泉町1819ｰ3
04（2928）2798

日本共産党

菅
すが

原
わら

恵
けい

子
こ

②
西所沢1ｰ26ｰ6ｰ302
04（2936）6778

日本共産党

荒
あら

川
かわ

広
ひろし

⑦
下安松496ｰ16
04（2944）6208

市民クラブ

荻
おぎ

野
の

泰
やす

男
お

①
糀谷1746ｰ1
04（2949）6735

市民クラブ

島
しま

村
むら

省
しょう

吾
ご

②
北岩岡410
04（2942）0417

市民クラブ

杉
すぎ

田
た

忠
ただ

彦
ひこ

①
坂之下245ｰ1
04（2944）3537

会派「翔」

中
なか

村
むら

太
とおる

②
東所沢和田1ｰ18ｰ2
04（2945）6313

自由民主党

石
いし

井
い

弘
ひろし

①
狭山ヶ丘1ｰ3003ｰ109
04（2948）8586

会派「礎」

松
まつ

本
もと

元
もと

伸
のぶ

①
中新井3ｰ7ｰ8
04（2943）0754

民主ネットリベラル

末
すえ

吉
よし

美
み

帆
ほ

子
こ

①
小手指町3ｰ20 Qｰ211
04（2949）4317

共　　生

脇
わき

晴
はる

代
よ

③
三ヶ島1ｰ119ｰ5
04（2948）7387

市民クラブ

大
おお

石
いし

健
けん

一
いち

②
宮本町2ｰ18ｰ13
04（2923）6979

会派「翔」

桑
くわ

畠
はた

健
けん

也
や

②
緑町1ｰ6  15ｰ107　
04（2921）8248

17 24

31

自由民主党

大
おお

�
だち

靖
せい

治
じ

③
小手指元町2ｰ29ｰ12
04（2948）4490

民主ネットリベラル

赤
あか

川
がわ

洋
よう

二
じ

②
若狭3ｰ2383ｰ25
04（2947）3966

16 23

30

民 主 党

村
むら

田
た

哲
てつ

一
いち

⑥
花園2ｰ2349ｰ8
04（2943）0777

市民クラブ

久
く

保
ぼ

田
た

茂
しげ

男
お

③
山口1212ｰ27
04（2922）3913

日本共産党

平
ひら

井
い

明
あけ

美
み

⑥
西狭山ヶ丘1ｰ3118ｰ17
04（2948）6077

民主ネットリベラル

浅
あさ

野
の

美
み

恵
え

子
こ

②
北秋津876ｰ3 Ｈｰ204
04（2995）1463

自由民主党

浜
はま

野
の

好
よし

明
あき

③
北岩岡40ｰ7
04（2942）4917

◆ 議会の構成／委員会 ◆

・・・ 任期は平成23年 4 月30日までです。・・・

◎村上　　浩　○末吉美帆子
菅原　恵子　　荻野　泰男
石井　　弘　　城下　師子
大石　健一　　桑畠　健也
中村　　太　　水村　篤弘
赤川　洋二　　西沢　一郎

◎：委員長　○：副委員長

平成21年７月１日現在

市政全般の企画や調整、財務、市税、契
約、消防等に関することを審査します。
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議
会
基
本
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
報
告
会

に
は
多
く
の
市
民
の
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
議
会
に
対
す
る
期
待
の
大

き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
私
た
ち
議
員
も
一

層
の
緊
張
感
を
持
っ
て
議
会
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
水
）

委
員
長

水
村
　
篤
弘
　

副
委
員
長

石
井
　
　
弘

委
　
　
員

菅
原
　
恵
子
　
荻
野
　
泰
男

末
吉
美
帆
子
　
大
石
　
健
一

吉
村
　
健
一
　
高
田
　
昌
彦

浅
野
美
恵
子

連
絡
先
　
議
会
事
務
局
調
査
担
当

（
TEL
04
—
２
９
９
８
—
９
２
５
６
）

次
の
定
例
会
は
９
月
３
日
か
ら
の
予
定
で
す
。

多くの市民の
皆さんにご来場
いただき、あり
がとうございま
した。条例制定
に至る経緯報告
や内容の説明を

踏まえて、皆さんからいただいた貴重なご意見
は、今後の議会運営に役立ててまいります。

件　　　　　名 提　出　者 結　果

採　　択
（全会一致）

継続審査
（全会一致）

採　　択
（全会一致）

請願・陳情審議の結果 （６月定例会）

○請願第１号
　予算説明書の充実

○請願第２号
　ＩＴ施策の重点的管理

○請願第３号
　国民健康保険税の大幅引下げについて

小泉耕一郎さん（小手指元町）

小泉耕一郎さん（小手指元町）

所沢社会保障推進協議会
会長　金子 純男さん（西新井町）

ほか4,247人

諮問第１号 産業廃棄物処理業計画書に係る意見
諮問第１号については、平成21年６月12日現地調査を実

施し、協議した結果、次のとおり意見を付すことに決した。　
１ 圧縮梱包機の規模については、予定処理量に見合った
規模とすること。

２ 関係法令を遵守し、さらに積替え保管施設の維持管理
を徹底した上、安全性を確保し、収集運搬業務と併せ、
振動、騒音、臭気、飛散、流出、地下浸透について環境
保全対策に万全を期すこと。

３ 営業時間及び機械の稼働時間を遵守し、周辺地域の生
活環境の増進に配慮すること。

４ 廃棄物の保管に際しては、保管期間、保管の高さなど、
保管基準を遵守すること。

５ 石綿含有廃棄物、がれき類の除去については、徹底遵
守すること。

６ 使用している隣接地に関しても法令を遵守し、事業場
内及び近隣周辺は、常に整理整頓に努め、清潔さを維持
すること。

７ 排出事業者については予定されている引受先を主とす
ること。
なお、県は周辺パトロール等を実施し、本意見に反する

事実の発生を確認した場合には、直ちに操業を停止させ、
許可の取り消しをも含め、適切な行政指導を行うこと。

また、更新時、事業内容に変更がない場合についても、
市に対し、意見照会を求めるよう引き続き検討すること。

本意見の結果については、所沢市議会に報告願いたい。
付記 本件については、廃棄物処理量の増大につながる破
砕機、圧縮機などの増設は認めるべきではないとする少
数意見があったことを付す。

４月７日 議会運営委員会
10日 議会報・図書室委員会
13日 総務常任委員会
15日 教育福祉常任委員会視察

５月８日 代表者会議
議会運営委員会
教育福祉常任委員会

11日 総務常任委員会視察
12日 建設水道常任委員会
18日 代表者会議

議会運営委員会
教育福祉常任委員会

24日 議会基本条例制定報告会
５月25日 第１回臨時会

総務常任委員会・教育福祉
常任委員会連合審査会

28日 代表者会議
６月２日 代表者会議

議会運営委員会
４日 代表者会議
８日 代表者会議

６月９日～24日　第２回定例会
19日 議会報・図書室委員会

視
力
障
害
の
あ
る
方
に
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
「
声
の
議
会
報
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
Ｃ
Ｄ
で
ご
案
内
す
る
デ
イ
ジ
ー
版
を
開
始
し

ま
す
。
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議員の寄附や差し入れは
　　　　　　　禁止されています　

　夏本番のこの時期、市民の皆さんには、十分なご理
解とご留意をいただきますようお願いいたします。

５月24日、「議会基本条例」
制定報告会を開催しました


